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東
京
都
の
平
成
２７
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
が

８
月
６
日
（
木
）
〜
７
日

（
金
）
に
東
京
都
立
城
東
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

技
能
検
定
は
国
家
検
定
試
験

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
都
道

府
県
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
業
務
の
う

ち
、
技
能
程
度
の
評
価
に
係
る

事
項
、
ま
た
技
術
的
な
事
項
に

つ
い
て
東
京
都
で
は
東
京
都
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

・
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
・
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合

の
３
団
体
で
構
成
さ
れ
る
東
京

都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連

合
会
（
舘
正
和
会
長
／
東
タ
築

理
事
長
）
が
委
嘱
を
受
け
、
技

能
検
定
実
技
試
験
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

本
年
の
技
能
検
定
実
技
試
験

の
受
検
申
込
者
数
は
１
級
６８
名

（
昨
年
４３
名
）、２
級
２１
名
（
昨

年
２４
名
）
計
８９
名
と
い
う
近
年

で
は
最
多
の
受
検
者
数
で
し
た

が
、
当
日
１
級
１０
名
、
２
級
２

名
の
欠
席
が
あ
っ
た
の
は
残
念

で
し
た
。

実
技
試
験
を
委
嘱
さ
れ
て
い

る
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業

組
合
連
合
会
よ
り
舘
会
長
が
来

ら
れ
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
挨

拶
。
昨
年
よ
り
１
級
の
実
技
課

題
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、初
日
に
は
、国
家
検
定
試
験

を
所
管
す
る
東
京
都
・
東
京
都

職
業
能
力
開
発
協
会
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
担
当
者
が
視
察
に
訪
れ
、

改
訂
課
題
に
よ
る
試
験
の
様
子

を
熱
心
に
見
学
さ
れ
て
確
認
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
受
検

者
は
受
付
の
１
時
間
前
に
は
試

験
会
場
の
前
で
待
機
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
職
人
気
質
に
、

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
技
能
と
社
会
的
地
位
の
向
上

を
め
ざ
す
と
い
う
、
技
能
検
定

の
も
つ
本
来
の
意
義
を
感
じ
と

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

試
験
時
間
は
タ
イ
ル
張
り
が

１
級
標
準
時
間
２
時
間
４０
分
・

打
切
り
時
間
３
時
間
１０
分
、
２

級
は
標
準
時
間
２
時
間
３０
分
・

打
切
り
時
間
３
時
間
で
、
１
級

は
全
般
的
に
そ
れ
な
り
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
発
揮
し
て
時
間
内
に

完
成
し
た
受
検
者
は
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
完
成
度
と
い
う

点
で
は
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
練

習
の
成
果
が
表
れ
て
い
た
の

か
、
基
本
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

・
れ
ん
が
積
み
作
業
や
積
上
げ

張
り
に
習
熟
度
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

２
級
で
は
細
か
い
加
工
に
手

こ
ず
る
受
検
者
が
多
く
苦
戦
の

様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
回
は
全
員
が
完
成
ま
で
こ
ぎ

つ
け
て
、
練
習
の
成
果
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
職
人
歴
が
浅
く

技
能
レ
ベ
ル
が
十
分
で
な
い
若

い
受
検
者
も
見
受
け
ら
れ
た
の

は
残
念
で
し
た
。

タイル張り技能検定
実技講習会を開催

平
成
２７
年
度
タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
を
終
え
て

東タ連
東
京
都
の
平
成
２７
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
を

前
に
、
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工

事
業
組
合
連
合
会
（
東
タ
連
）

で
は
中
堅
・
若
手
の
タ
イ
ル
張

り
１
級
技
能
士
が
指
導
に
あ
た

る
「
技
能
検
定
実
技
講
習
会
」

を
東
京
都
立
城
東
職
業
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
６
月

２５
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
ま
で
開
催
し
た
。

参
加
者
は
今
年
の
技
能
検
定

を
受
検
す
る
予
定
の
１
級
４０

名
、
２
級
１０
名
。
そ
れ
ぞ
れ
予

定
さ
れ
て
い
る
実
技
課
題
の
ポ

イ
ン
ト
が
指
導
者
か
ら
実
演
を

ま
じ
え
て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
、

参
加
者
は
全
員
が
実
技
試
験
の

全
工
程
プ
ロ
セ
ス
を
実
体
験
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
段
取

り
に
し
た
が
っ
て
一
つ
一
つ
の

タ
イ
ル
張
り
作
業
を
熱
心
に
確

認
し
て
い
っ
た
。

特
に
昨
年
１０
数
年
ぶ
り
に
課

題
が
改
訂
さ
れ
た
１
級
で
は
改

訂
さ
れ
た
課
題
の
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
。
実
務
経
験
の
少
な
い
若

手
職
人
に
と
っ
て
は
、
タ
イ
ル

張
り
の
基
本
で
あ
る
積
上
げ
張

り
や
れ
ん
が
積
み
な
ど
は
難
度

が
高
い
よ
う
で
、
か
な
り
練
習

を
積
ま
な
け
れ
ば
合
格
は
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

た
。
ま
た
、
２
級
は
相
変
わ
ら

ず
加
工
に
苦
戦
し
て
い
る
と
い

う
の
が
先
輩
技
能
士
さ
ん
た
ち

の
所
感
で
あ
っ
た
。

豊
島
支
部
で
も
実
技
練
習
会

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工

業
協
同
組
合
（
東
タ
協
）
豊
島

支
部
（
加
藤
勝
宏
支
部
長
）
で

は
、
所
属
事
業
所
の
技
能
検
定

受
検
者
を
対
象
に
「
技
能
検
定

実
技
練
習
会
」
を
７
月
２０
日

（
日
）、�
ジ
ャ
ス
ト
ア
ン
ダ
ー

さ
ん
の
倉
庫
に
お
い
て
実
施
し

て
い
る
。

技能検定委員・役員の皆さん

タ
イ
ル
張
り
首
席
検
定
委
員

技
能
検
定
運
営
委
員
長

金
澤

久
雄

瀧
山

有
二

タイル張り１級技能検定実技試験のもよう

タ
イ
ル
張
り
１
級

実
技
講
習
会
の

も
よ
う

タ
イ
ル
張
り
２
級

実
技
講
習
会
の

も
よ
う

タタイイルル工工事事需需要要喚喚起起キキャャンンペペーーンン

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。

タイル張り２級技能検定
実技試験のもよう

１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め
ます。

１
級
技
能
検
定

完
成
例

２
級
技
能
検
定

完
成
例

（２）平成２７年１０月１５日東 タ 煉 協 報第２４１号


